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１．積荷目録のシステム管理における航海番号の一意制約化【第19回ＷＧ提示済】

釜山 下関

第５次ＮＡＣＣＳにおける入力例 第６次ＮＡＣＣＳにおける入力例

船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日 船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日

NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01 NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01

BBBB B200 △ BBBB B200 △

NACMARU AAAA A101 JPSHS 1 2015/10/03 NACMARU AAAA A101 JPSHS △ 2015/10/03

CCCC C200 1 CCCC C200 △

NACMARU AAAA A102 JPSHS 2 2015/10/05 NACMARU AAAA A102 JPSHS △ 2015/10/05

BBBB B201 2 BBBB B201 △

太字：一意制約項目

「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務等で登録する積荷情報は｢船舶コード＋船会社コード＋船卸港コード＋船卸港枝番｣を一意制約項目としている。そのた
め、近海航路の定期船においては、前航海の積荷情報と重複しないよう、船卸港枝番「１～９」を入力する仕様であるが、船卸港枝番の管理、関係者（船会
社⇔ＣＹ）との共有が煩雑であり、実務において支障が出ている。

変更の背景

積荷情報の一意制約項目に航海番号を追加することで、ＭＦＲ等における船卸港枝番の入力を不要＊とする。
（＊）同一航海番号で複数回同一港に寄港する場合には、積荷情報が重複しないよう、従来通り、船卸港枝番を入力する必要がある。

変更内容

・下関 ⇔ 釜山の定期運航（２日間隔）
・運航船会社 ：AAAA社
・共同運航船会社：BBBB社、CCCC社

＜次期＞
航海番号がシステム管理の単位となるため、
船卸港枝番の入力が不要となる。
船会社 ⇔ ＣＹ間の枝番の共有等が不要となる。

＜現行＞
航海毎に船卸港枝番を変えて積荷情報を登録。
枝番は船会社 ⇔ ＣＹ間で決定し、共有する。
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２．ＩＭＩ業務の検討（概要照会 変更案①）【第19回ＷＧ提示済】

入力 ：航海番号の入力項目を追加し、船会社コードとあわせて必須入力とする。
出力（概要照会）：入力に応じた積荷情報を船会社＋航海番号単位に出力する。

概要照会の変更案①

【変更点】
船会社＋航海番号単位の照会となるた
め、船会社の繰り返し20欄を廃止。
【留意点】
共同運航の場合は、イメージのように
複数回の送信が必要となる。

【留意点】
共同運航の場合は、船会社および航海
番号の入力を変更し、別途送信する必
要がある。

【変更点】
航海番号の入力を追加。
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２．ＩＭＩ業務の検討（概要照会 変更案②）【第19回ＷＧ提示済】

入力 ：航海番号の入力項目を追加し、船会社コードとあわせて２０欄とする。
出力（概要照会）：変更なし（入力に応じた積荷情報を1航海単位で出力する ）。

概要照会の変更案②

【変更点】
なし。

航海番号の出力は、現行と同
様で先頭に出力した船会社に
かかる航海番号を出力する。

【変更点】
・航海番号の入力を20欄追加。
・船会社の入力を20欄に変更。
※1欄以上必須入力とする。



３．ＩＭＩ業務の検討（変更案①、②に対するＷＧ委員意見）

・仕様変更案①、②では各船会社の航海番号を把握しなければ照会ができない。
（現状、各本船利用船会社の航海番号は把握しておらず、運行船会社の航海番号のみ） 航海ごとに、積まれていたり積まれていなかったりと、バラバラで
ある。
今回の仕様案①、②では、各船会社の航海番号を把握するか、船会社 or 代理店からマニフェストが届く or ＤＭＦ が されるまで ＣＹ として各船会社の登録
状況を把握することができない。
仕様は現行のままというのが率直な意見である。

・複数の船会社の取り扱いを行う公共バースにおいては、船会社によって船卸港枝番の入力はまちまちで、枝番も統一されていないケースがある。そのため、
現在はＩＭＩ業務で船卸港枝番を変えて複数回実施することで枝番の異なる情報を確認している。
航海番号等、船卸港枝番以外に知り得る情報を一意制約項目としてもらうほうがありがたい。

委員意見（ＣＹ）

・運航船会社として、積荷、旅客及び乗組員に関する事項の事前報告制度（入港前報告制度）に基づき、各本船利用船会社の積荷目録提出状況をＩＭＩ業務で
確認する必要がある。
現状、照会区分「Ａ：概要照会」を実施すると、 船腹の又貸し等によるアライアンス外等の船会社分の積荷目録が提出されていて、ＩＭＩ業務で初めて気づ
く場合があり、このような本船利用船会社の船会社コード、航海番号をＩＭＩ業務実施前に確認することは困難である。
全ての本船利用船会社の船会社コード、航海番号把握することを前提とした仕様変更案①、②では積荷目録提出状況の確認ができない。

・船卸港枝番については関係者間の共有が困難であるため、航海番号を一意制約項目とした運用としたい。

委員意見（船会社）

ＭＦＲ関連業務で登録される全ての船会社コードと航海番号を、ＩＭＩ業務実施前にＣＹ及び運航
船会社で把握するのは困難である。

登録された各本船利用船会社毎の船会社コードと航海番号を、後続業務で確認または一括処理する
ためには、船卸港枝番に代わる一意制約項目を設ける必要がある。
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３．ＩＭＩ業務の検討（変更案③-1 ＭＦＲ業務の変更）

ＭＦＲ業務の入力項目に「運航船会社航海番号」を必須項目として追加することで、ＮＡＣＣＳの情報上、各本船利用船会社の積荷を１運航単位に集約して
管理することを可能とする。あわせて、ＩＭＩの入力項目に「運航船会社航海番号」を追加することで、現行通り、１運航毎の照会を可能とする。

変更案

船舶コード＋運航船会社航海番号＋船卸港＋枝番
ＮＡＣＭＡＲＵ＋０１３E＋ＪＰＳＨＳ＋△

本船利用船会社
（＋航海番号）

ＢＢＢＢ（＋０１３A）

本船利用船会社
（＋航海番号）

ＡＡＡＡ（＋０１３E）

本船利用船会社
（＋航海番号）

ＣＣＣＣ（＋０１３）

Ｂ／Ｌ：ＡＡＡＡ１００

Ｂ／Ｌ：ＡＡＡＡ１０１

Ｂ／Ｌ：ＡＡＡＡ１０２

Ｂ／Ｌ：ＢＢＢＢ１００

Ｂ／Ｌ：ＢＢＢＢ１０１

Ｂ／Ｌ：ＢＢＢＢ１０２

Ｂ／Ｌ：ＣＣＣＣ１００

Ｂ／Ｌ：ＣＣＣＣ１０１

Ｂ／Ｌ：ＣＣＣＣ１０２

従来の航海番号欄には、従来通り、
本船利用船会社の航海番号を任意入力。

ＮＡＣＣＳ上の
情報管理イメージ

アライアンス外等の本船利用船会社が「運航船会社航海番号」誤入力した場合、運航船会社による積荷目録の提出状況の確認や、後続業務（ＣＹによるＰＫ
Ｉ等）の実施に影響が出る。
そのため、船舶コードおよび船卸港に紐づく積荷目録登録状況を一覧で確認出来る仕組みを新たに設ける必要がある。

懸案事項
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・入港前報告（ＤＭＦ）までに出港前報告未済による不一致を解消する必要があるが、ＡＭＲ（ＣＭＲ）で登録したＢ／Ｌと、ＭＦＲで登録したＢ／Ｌの
件数の差分を把握できる機能がない。

・運航船会社航海番号の項目追加に伴い、運航船会社航海番号を誤入力した場合、運航船会社による積荷目録の提出状況の確認や、後続業務の実施に影響が
出るおそれがあるため、船舶コードおよび船卸港に紐づく積荷目録登録状況を一覧で確認出来る仕組みを新たに設ける必要がある。

（参考）ＩＭＩの実施可能利用者：船会社、船舶代理店、ＣＹ

背景

①既存照会種別｢Ｂ：Ｂ／Ｌ番号一覧照会｣の照会項目に出港前報告不一致（出港前報告未済、出港日時報告未済）のステータスを項目追加し、Ｂ／Ｌ番号の
繰り返し部分をグリッド表示とする。

②ＩＭＩに新規の照会種別「Ｓ：Ｂ／Ｌ番号一覧（出港前報告不一致）照会」を追加する 。
③ＩＭＩに新規の照会種別「Ｕ：運航船会社航海番号一覧照会」を追加する 。

検討内容

照会

区分
照会名称 概要

Ａ 概要照会 積荷目録の船会社単位の提出状況及び船卸状況、Ｂ／Ｌ件数及びコンテナ本数等を照会する。また、ＣＹ
単位の船卸状況、Ｂ／Ｌ件数及びコンテナ本数等も照会する。

Ｂ Ｂ／Ｌ番号一覧照会 当該本船に係るＢ／Ｌ番号の一覧を照会する。

Ｃ コンテナ番号一覧照会 当該本船に係るコンテナ番号の一覧を照会出力する。

Ｄ 積荷目録情報照会 本船に係る積荷目録情報を継続照会にて全情報を出力する。

Ｅ 未船卸コンテナ一覧照会 船卸しされていないコンテナ番号の一覧を照会する。

Ｆ Ｂ／Ｌ照会 指定されたＢ／Ｌ番号に対する積荷目録情報を照会する。

Ｇ Ｂ／Ｌ主要項目一覧照会 当該本船に係るＢ／Ｌ番号に対する積荷目録情報の主要項目を照会する。

Ｈ コンテナ主要項目一覧照会 当該本船に係るコンテナ番号に対する積荷目録情報の主要項目を照会する。

Ｋ Ｂ／Ｌ番号一覧（仮陸揚）照会 当該本船に係る仮陸揚であるＢ／Ｌ番号の一覧を照会する。

Ｔ Ｂ／Ｌ番号一覧（包括保税運送）

照会

当該本船に係る包括保税運送承認番号登録済のＢ／Ｌ番号の一覧を照会する。

Ｒ Ｂ／Ｌ番号一覧（事前通知）照会 当該本船に係るリスク分析結果の事前通知が登録されているＢ／Ｌ番号の一覧を照会する。

Ｓ Ｂ／Ｌ番号一覧（出港前報告不一

致）照会

当該本船に係る出港前報告不一致（出港前報告未済、出港日時報告未済）が登録されているＢ／Ｌ番号の
一覧を照会する。

Ｕ 運航船会社航海番号一覧照会 当該本船にかかる各本船利用船会社の積荷目録の登録状況を航海順（入港（予定）年月日の降順）に一覧
で照会する。

３．ＩＭＩ業務の検討（変更案③-2 ＩＭＩ業務の変更 新規照会区分の追加）
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ＩＭＩ業務において、新規照会区分「U：運航船会社航海番号一覧照会」を追加する。当該区分では、船舶コード、船卸港のみを指定した検索を可能とし、
複数航海分の積荷情報を本船利用船会社単位に出力する。また、ＭＦＲ業務にて登録された運航船会社航海番号を出力することで、当該項目の誤登録の確認
が可能となる。

懸案解決案

・第１ソート：入港年月日の降順（最新順）
・第２ソート：船会社コードの昇順
・１画面で５０欄出力
・５０欄を超える場合は継続照会となる

今回航海の積荷情報

前回航海の積荷情報

ＭＦＲで登録された運航船会社航海番
号を出力する。
→誤登録の確認が可能。

・船舶コード、船卸港を指定して検索する。
・入力者がＣＹの場合は、入力者を船卸ＣＹとする積荷情報のみ抽出する。
・入力者が船会社、船舶代理店の場合は、ＣＹを指定することも可能とする。

３．ＩＭＩ業務の検討（変更案③-2 ＩＭＩ業務の変更 新規照会区分の追加）
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３．ＩＭＩ業務の検討（変更案③-3 ＩＭＩ業務の変更 既存照会区分の変更）

新規照会区分「Ｕ：運航船会社航海番号一覧照会」以外においては、新規入力項目の「運航船会社航海番号」の入力を必須とする。
なお、出力情報（照会画面）への項目変更は行わない＊ため、現行でＩＭＩの出力結果を自社システム等に取込んでいる利用者への影響は発生しない。
（＊）照会区分「Ｂ：Ｂ／Ｌ一覧照会」については、次期要望により項目追加を行う。

変更案

項目追加。
照会区分「Ｕ」以外
は必須入力。

航海番号欄には、従来通り本船利用船会社の航海番号を出力する。
※概要照会においては、先頭欄に出力する本船利用船会社の航海番

号を従来通り出力する。
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４．船卸港枝番の入力運用変更に伴う変更点（ＤＭＦ業務等の変更）

ＭＦＲ業務において、本船にかかる航海単位を決定する項目が船卸港枝番から運航船会社航海番号へ代わることに伴い、ＤＭＦ業務等の後続業務においても
運航船会社航海番号を必須入力項目として追加する。対象業務は、以下の通り。変更イメージとして、ＤＭＦ、ＭＦＩ、ＰＫＩ業務を例示する。

・ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２、ＣＭＦ０３
・ＭＦＩ
・ＤＭＦ
・ＰＫＩ、ＰＫＫ
・ＰＩＤ
・ＤＣＬ０１、ＤＣＬ１１
・ＩＭＩ（前述の新規照会区分については、任意入力。）
・ＡＭＲ、ＣＭＲ（出港前報告業務については、入港前報告と項目を合わせる目的で任意入力として追加する。）

変更案

前述「１．出港前報告制度にかかる業
務フローの簡素化」を参照。

積荷目録情報の抽出に必要と
なるため、項目追加。

積荷目録情報の作成に必要
となるため、項目追加。

積荷目録情報の抽出に必要
となるため、項目追加。
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